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鳩山首相の辞任をどう考えるか

問１．鳩山首相はわずか8ヶ月半の短命で退陣に追い込まれました。この時点での首相の辞任
をどう考えましたか。【単数回答】

A 31.1%

B 35.1%

C 19.9%

D 8.8%

E 0.6% F 4.1% G 0.6% Ａ 退陣は当然であり、この時期で妥当

Ｂ 退陣は当然だが、むしろ遅すぎた

Ｃ 退陣は無責任であり、参議院選での国民

の判断を待つべきだった

Ｄ 退陣する必要はもともとなかった

Ｅ わからない

Ｆ その他

Ｇ 無回答

「退陣は当然」との回答が6割を超える一方、「退陣は無責任であり、参議院選で
の国民の判断を待つべきだった」との回答も2割近くありました。

N=171



民主党は再生に向かって動き出せるか

問２．鳩山首相の辞任と同時に小沢幹事長も辞任しました。2人の民主党のトップ交代により、
民主党は生まれ変わって、再生に向けて動き出せると期待できますか。【単数回答】

「非常に期待できる」「やや期待できる」との回答が半数を超えました。一方で「期
待できない」「もともと期待していない」「むしろ悪化する」との回答も3割にのぼって
います。

N=171
A 8.8%

B 45.0%

C 18.1%

D 12.9%

E 4.1% F 8.8%

G 1.7% H 1.7%

Ａ 非常に期待できる

Ｂ やや期待できる

Ｃ 期待できない

Ｄ もともと期待していない

Ｅ むしろ悪化する

Ｆ わからない

Ｇ その他

Ｈ 無回答



現時点で民主党政権を支持するか
問３．鳩山政権の総辞職後の現在、あなたは民主党並びに民主党の政権を支持しています
か。【単数回答】

支持する（39%）がわずかに支持しない（32%）を上回りました。
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A 39.2%

B 32.2%

C 24.6%

D 2.9% E 1.2%

Ａ 支持する

Ｂ 支持しない

Ｃ どちらでもない

Ｄ わからない

Ｅ 無回答



解散すべきか
問４．鳩山政権の総辞職に伴い衆議院を解散し、総選挙で国民に新政権の信を問うべきとの意
見があります。あなたは解散すべきという意見に賛成ですか、反対ですか。【単数回答】

衆議院の解散については、賛成するとの回答が39%となったのに対し、反対する
との回答も43%にのぼり、大きく意見が分かれています。
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A 39.2%

B 43.3%

C 15.2%

D 1.2% E 1.2%

Ａ 賛成

Ｂ 反対

Ｃ どちらともいえない

Ｄ わからない

Ｅ 無回答



鳩山政権は「新しい政治」だったか

問５．あなたにとって、これまでの鳩山政権のイメージは、国民に開かれた「新しい政治」だと感
じましたか。それとも従来型と変わらない、利益誘導型の「古い政治」のままだったと思います
か。【単数回答】

半数近い人が「新しい政治」を感じていますが、「どちらとも言えない」として判断を
留保する回答も22%ありました。
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A
7.6%

B 39.8%

C 15.2%

D 14.0%

E 21.6%

F 1.2% G 0.6%

Ａ 新しい政治

Ｂ どちらかといえば新しい政治

Ｃ どちらかといえば古い政治

Ｄ 古い政治

Ｅ どちらともいえない

Ｆ わからない

Ｇ 無回答



8カ月半で評価できるものは何か
問６．鳩山政権のこれまでの8ヵ月半で、評価できるものは何だと思いますか。【単数回答】

過半数の人（52%）が、「内政、外交のいずれも評価できない」と回答しています。
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A 25.7%

B 2.3%

C 2.3%

D 52.0%

E 2.8%
F 15.8%

G 0.0%

A 内政問題

B 外政問題

C 内政、外政のいずれも評価

できる
D 内政、外政のいずれも評価

できない
E わからない

F その他



未来に向かい合うという責任を果たしたか

問７．前の鳩山政権は日本が抱えている課題を解決し、未来に向かい合うという点で責任を果
たしたと思いますか。【単数回答】

「日本の課題を解決しつつあり、責任を果たしている」との回答は1%にすぎず、責

任を果たせていない、あるいは「そもそも日本に問われる課題の分析が不足し、
対応の仕方が誤っていた」との回答が多数を占めました。

N=171 A 1.2%

B 35.1%

C 14.6%

D 39.8%

E 1.8%

F 0.6%

G 5.3%

H 1.8% Ａ 日本の課題を解決しつつあり、責任を果

たしている

Ｂ 課題には取り組んでいたが、答えを先

送りし、十分に責任を果たさなかった

Ｃ 取り組むべき課題にすら取り組んでおら

ず、全く責任を果たさなかった

Ｄ そもそも日本に問われる課題の分析が

不足し、対応の仕方が誤っていた

Ｅ どちらともいえない

Ｆ わからない

Ｇ その他

Ｈ 無回答



首相の実績、資質をどう評価するか①
問８．鳩山首相の在任中の実績や首相としての資質に関して以下の項目をあなたはどう評価し
ますか。【単数回答】

「首相の人柄」や「基本的な理念、目標」については好意的な評価が多い一方、
「政策決定における指導力や政治手腕、「チーム、体制作り」「説明能力」では厳し
い回答が多数を占めました。
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0.6%

0.0%

0.0%

7.6%

12.9%

2.9%

0.6%

30.4%

2.9%

2.9%

5.8%

18.7%

25.7%

7.6%

1.2%

21.1%

10.5%

5.8%

12.3%

14.0%

18.1%

11.1%

4.1%

16.4%

25.7%

26.3%

19.3%

26.3%

12.3%

17.5%

12.3%

8.8%

56.7%

58.5%

57.9%

29.8%

28.1%

57.9%

79.5%

15.8%

2.3%

4.1%

2.9%

1.8%

1.8%

1.2%

1.2%

5.8%

1.2%

2.3%

1.8%

1.8%

1.2%

4.7%

1.2%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国民に対するアピール度、説明能力

鳩山政権を支えるチームや体制づくり

これまでの政策面での実績

既に打ち出されている政策の方向性

政権として実現すべき、基本的な理念や目標

首相としての見識、能力や資質

政策決定における指導力や政治手腕

首相の人柄

Ａ よい

Ｂ ややよい

Ｃ ふつう

Ｄ ややよくない

Ｅ よくない

Ｆ わからない

Ｇ 無回答



3.2

1.2

1.7

2.7

2.4

1.6

1.4

1.5

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

（ア)首相の人柄

（イ）首相の指導力や政治手腕

（ウ）首相の見識、能力や資質

（エ）基本的な理念や目標

（オ）政策の方向性

（カ）実績

（キ）チームや体制作り

（ク）アピール度、説明能力

首相の実績、資質をどう評価するか②
首相の実績や資質は、5点満点で2.0点。100日時点同様、「人柄」への評価は高

いものの、「首相の政治力や政治手腕」「チームや体制作り」については非常に低
い評価となっています。

全体平均：2.0点



首相の実績、資質をどう評価するか②
（鳩山政権100日時点との比較）

100日時点での評価と比較するとほぼすべての項目で評価が下がっています。

「首相の指導力や政治手腕」、「アピール度、説明能力」について特に評価が下
がっていることが分かります。
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0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5
（ア)首相の人柄

（イ）首相の指導力や政

治手腕

（ウ）首相の見識、能力

や資質

（エ）基本的な理念や目

標

（オ）政策の方向性

（カ）実績

（キ）チームや体制作り

（ク）アピール度、説明

能力

今回の実績評価

100日評価

（ア)首相の
人柄

（イ）首相の
指導力や政
治手腕

（ウ）首相の
見識、能力
や資質

（エ）基本的な
理念や目標

（オ）政策の
方向性

（カ）実績
（キ）チーム
や体制作り

（ク）アピー
ル度、説明
能力

今回の実績評価 3.2 1.2 1.7 2.7 2.4 1.6 1.4 1.5

100日評価 3.4 1.7 2.4 2.7 2.6 2.1 2.1 2.3



政策の実行過程や実績をどう評価するか①

問９．鳩山政権の政策の実行過程や実績について、あなたはどう判断しますか。【単数回答】

事業仕分け等に関して評価が高かった一方で、連立与党間の調整、普天間基地
移設問題や郵政民営化の見直しについては「うまく対応できておらず、今後も期
待できない」との回答が多数を占めました。
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0.0%

35.1%

5.3%

4.1%

5.8%

1.2%

1.8%

6.4%

7.0%

1.2%

7.0%

33.3%

34.5%

22.8%

34.5%

14.6%

5.8%

25.7%

33.9%

19.9%

85.4%

25.1%

49.7%

61.4%

49.1%

74.3%

81.3%

56.7%

43.9%

70.8%

5.3%

4.1%

8.8%

9.4%

8.8%

7.6%

8.8%

9.4%

11.7%

6.4%

2.3%

2.3%

1.8%

2.3%

1.8%

2.3%

2.3%

1.8%

3.5%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

在日米軍の普天間基地移転問題

行政刷新会議による無駄削減の動き（事業仕分け）

政治主導による予算編成

2010年度当初予算の内容

国家戦略局（室）を中心とした国家戦略や予算の骨格づくり等

マニフェストを実現するための財源の捻出

政策実行を巡る国民新党、社民党との連立与党間の調整

閣僚委員会や政務三役などを活用した政治主導の手法

閣僚など政権の人事

政策決定における首相のリーダーシップや統率力

適切である

うまく対応できていない

が、今後期待できる

うまく対応できておらず、

今後も期待できない

わからない

無回答



政策の実行過程や実績をどう評価するか②
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1.8%

6.4%

6.4%

11.1%

4.7%

2.9%

11.7%

1.8%

0.6%

0.6%

2.9%

6.4%

12.3%

7.6%

11.1%

6.4%

6.4%

30.4%

40.9%

32.2%

40.4%

21.6%

16.4%

35.1%

15.8%

27.5%

32.2%

26.3%

31.0%

25.7%

27.5%

35.1%

35.1%

36.8%

56.7%

40.4%

49.1%

36.8%

55.6%

67.3%

38.6%

74.9%

57.3%

57.9%

55.6%

52.6%

53.8%

50.3%

36.8%

40.9%

43.9%

8.8%

9.9%

9.9%

9.9%

15.2%

12.3%

12.9%

5.8%

13.5%

6.4%

12.9%

8.2%

6.4%

12.3%

14.6%

15.2%

11.1%

2.3%

2.3%

2.3%

1.8%

2.9%

1.2%

1.8%

1.8%

1.2%

2.9%

2.3%

1.8%

1.8%

2.3%

2.3%

2.3%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

政治とカネの問題

天下りの廃止の徹底

公務員の削減と公務員制度改革など

地球温暖化対策

農業・食料政策

郵政民営化の見直し

「新たな公共」に関する政府の対応

高速道路の無料化問題

中長期の経済成長戦略

財政再建に向けた取り組み

デフレ宣言とそれに関する取り組み

非正規労働の原則廃止など雇用面での対策

「子ども手当」や高校無償化などの支援

後期高齢者医療制度の廃止と年金制度改革の準備

年金記録問題への対応

インフルエンザ対策や医師不足など医療問題への対応

東アジア共同体などアジア外交の構築

適切である

うまく対応できていない

が、今後期待できる

うまく対応できておらず、

今後も期待できない

わからない

無回答



日本の政治の現状をどう判断するか
問１０．あなたは、日本の政治の現状をどのように判断していますか。【複数回答】

「新しい国や政府、社会のあり方を模索する時期」、「政界再編や新しい政治に向
けて再考が始まる時期」として、政治の変化を期待する回答が多くなっています。
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2.9%

0.0%

21.6%

32.2%

48.5%

13.5%

13.5%

46.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

わからない

政治の展望が見えないまま混迷や空白の始まり

未来の選択肢が政党から提起されないまま、サービス合戦や官僚た

たきに明け暮れ、ポピュリズムが一層強まる時期

既成政党の限界も明らかになり、政界再編や新しい政治に向けて再

考が始まる過度期

二大政党制そのものへの懐疑から、二大政党を軸に動いていた政治

の仕組みが見直される時期

日本の改革のビジョンや課題解決の競争によって、本当の二大政党

制をつくりだす時期

これまでの政治を一度壊し、新しい国や政府、社会のあり方を模索す

る時期



二大政党制を目指すべきか
問１１．あなたは、二大政党制が日本の政治で目指すべき政治だと思いますか。【単数回答】

半数近い人が、二大政党制は日本の政治で目指すべき政治でないと回答する一
方で、27%の人が「そう思う」と回答しています。

N=171

A 27.5%

B 46.2%

D 19.3%

E 4.1%
F 1.2% G 1.8%

Ａ そう思う

Ｂ そうは思わない

Ｃ どちらともいえない

Ｄ わからない

Ｅ その他

Ｆ 無回答



既存政党に期待するか
問１２．あなたは、現在の既存政党に期待していますか【単数回答】

過半数以上の人が、「現在の既存政党に期待していない」と回答しています。

N=171

A 16.6%

B 51.5%

C 21.6%

D 0.6% E 11.1%

A 期待している

B 期待していない

C どちらでもない

D わからない

E 無回答



なぜ既存政党に期待できないのか

問１２ＳＱ．日本の既存政党に「期待していない」と考えた理由は何ですか。【単数回答】

「どの政党も大衆迎合の、ポピュリズム的な政策を競っているだけで、日本の未来
を競っていないから」、「新しい日本に向けた構想力が乏しく、課題解決能力が不
足しているから」との回答が多数を占めました。

N=87

33.3%

2.3%

33.3%

2.3%

2.3%

17.2%

9.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

どの政党も大衆迎合の、ポピュリズム的な政治を競っているだけで、日本の未

来を競っていないから

政党内で意見が分かれ、カネの流れが不透明など政党として体をなしていない

から

新しい日本に向けた構想力が乏しく、課題解決能力が不足しているから

既存の政治のリーダー自体に新味がなく、期待を感じないから

どの党も二世議員主体の政党であり、新しい可能性を感じないから

多くの政党は既存の団体の利害を軸に機能しており、一般の市民に支えられた

ものではないから

その他



期待する政権は

問１３．あなたは、今後の日本の政治で、期待するのはどのような政権ですか。【単数回答】

民主党やそれ以外の政党に対する期待もある一方で、「期待する政治の姿が見
えない」との回答も32%にのぼっています。

N=171

A 16.2%

B 16.4%

C 8.8%

D 9.4%E 8.2%

F 31.6%

G 4.1%
H

5.3%

Ａ 民主党の単独政権

Ｂ 民主党中心の連立政権

Ｃ 民主党と自民党の連立政権

Ｄ 非民主の連立政権

Ｅ 「みんなの党」など新しい政党を軸とし

た連立政権

Ｆ 期待する政治の姿が見えない

Ｇ わからない

Ｈ 無回答



マニフェストのどこに問題があったのか
問１４．民主党のマニフェストはその多くが実質的な修正に追い込まれました。どこに大きな問
題があったと思いますか。【複数回答（2つまで）】

最も多かった回答は、「民主党のマニフェストの内容自体が、課題解決に向けた
政策というよりもばらまき主体の膨大な支出リストにすぎなかった」でした。
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4.1%

10.5%

17.5%

22.8%

4.7%

8.2%

24.0%

15.2%

21.1%

25.7%

35.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

その他

そもそも政治側に、約束を軸に国民に向かいあう新しい政治を作り出すという姿勢や覚悟が不十分だった

約束の実現に向けてマニフェストサイクルをどうつくるか、またそれを政府が責任を持って行い、検証する仕

組みを構築できなかった

政策の背景には党利党略的な思惑が色濃く、選挙を軸にした配慮から政策を実行する傾向が大きかった

政府と党の関係が整理されず、結局、党の意見で政策の判断が行われるという事態を招いてしまった

政策実現に関する内閣の主導体制が弱く、首相のリーダーシップも欠けていた

実現ができないものは見直して、国民に説明するという姿勢に欠けていた

党のマニフェストと政権交代後の連立政権としての合意、そして政府として進める約束の関係が曖昧で、かつ

首相の発言がマニフェストを超えることも多く、何が約束なのかわかりにくかった

マニフェストの作成段階で十分な検討が進められておらず、党内の合意を得るプロセスを欠いていた

財源を無駄削減だけに絞り、恒久財源を明言しないなど実現性に欠けていた

民主党のマニフェストの内容自体が、課題解決に向けた政策というよりもばらまき主体の膨大な支出リストに

すぎなかった



マニフェスト政治について
問１５．あなたは、国民との約束を軸としたマニフェスト型の政治を目指すことに賛成ですか。
【単数回答】

回答者の69%が、マニフェスト型の政治を目指すことに賛成しています。

N=171

A 69.0%

B 9.4%

C 18.7%

D 0.6% E 2.3%

Ａ 賛成

Ｂ 反対

Ｃ どちらともいえない

Ｄ わからない

Ｅ 無回答



参院選で問われる課題とは
問１６．あなたは、次の参議院選で日本の政党が必ずマニフェストで約束、あるいは説明すべき
課題は何だと考えますか。【複数回答、3つまで】

多かった回答は、「目指すべき日本の姿」、「財政再建の道筋」、「安全保障、外交
の基本方針」、「経済の成長戦略」との回答でした。一方、「国と地方のあり方」や
「新しい公共の基本設計」を約束、説明すべきとの回答も多くありました。

N=171

3.5%

5.3%

3.5%

2.9%

1.2%

1.8%

5.3%

14.6%

24.0%

7.0%

0.6%

43.3%

9.4%

16.4%

2.3%

39.8%

53.2%

53.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

少子化対策

地球温暖化対策の具体的な道筋

農業の将来展望

行政改革

政治主導のあり方

公務員制度改革

新しい公共の基本設計（市民社会）

国と地方のあり方と主権（分権）の基本設計と進め方

医療改革

郵政改革

経済の成長戦略

年金制度の改革案と進め方

消費税増税が必要な理由とその規模、あるいは時期

普天間の米軍基地移転問題

安全保障や外交政策の基本方針

財政再建の道筋

目指すべき日本の姿


